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１．はじめに























県は近年、若者の流出問題に直面している。総人口は 1969 年の 177 万 5 千人をピークに徐々に減少し、2010 年





まう可能性がある「地方可能消滅都市」にあげられており、現在総人口約 2 万 4 千人、2040 年には約 1 万 6 千
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人、2060 年には 1 万人程度にまで減少すると推計されている。
　そのような中、松浦市内で和菓子・洋菓子・製パンを経営されている製菓製造のプロたちが結束し、2011 年「松
浦おさんじプロジェクト」が発足した。地産地消をテーマに松浦市の食材を広めるため、現在和菓子店 4 店舗、




















企画第 1 弾として試食会を開催した。（写真 -1）
　評価者にはプロジェクトメンバー（和菓子店 3 店舗、洋菓子
店 3 店舗、製パン店 1 店舗）に加えて、松浦市職員（2 名）、松浦商工会議所（1 名）、コーディネーター（1 名）



























　そして試食会から 3 ヶ月後の 9 月、各店舗で学生提案品を製造販売できる品へと改良がされた。ここでは学
生が実際に店舗へ出向き原料や製造の改良方法を伺い、試食し、以前とは違う立場で改良品の評価を実施した。
（写真 -2）改良された品は全 3 品である。
（表 -3）




























































　その後、3 回の試作を経て（例図 -1）、計 16 品の和洋パンが完成した。この 16 品の中から学生および教員で
提案品を 6 品に絞り、6 月初旬に試食会を開催した。今年度はプロジェクトメンバー、松浦市職員に加え、長
崎県立大学佐世保校より　経営学部学教授とゼミ生 20 名程度にも評価頂いた。




　平成 30 年度の食材は平成 29 年度と同様「万次郎かぼちゃ」に「マーコット」を加え 2 品のうちいずれかを
選択するよう学生達に指定し、活動を開始した。また対象学生も昨年と同様 1 年生（22 名）を中心にプロジェ
クトメンバーとのコラボ商品の開発に取り組んだが、高校時に商品開発を経験した者が複数いたため、森友氏
の特別講座は 1 回目の試作を終えた後考案品に対するアドバイスを頂きながら、商品開発の講義をして頂いた。




　平成 28 年度および平成 29 年度の反省をもとに授業内容を変更したことにより、今年度は今まで以上に完成
度の高い商品が出来上がり、6 月の試食会では 9 品を提案することができた。そして 9 月の改良品の試食会を














　長崎県松浦市の海のふるさと館 漁村体験学習施設にて、平成 28 年





















化につながっているのか断定はできないが、本コースが参加した平成 29 年～ 31 年の 3 年間で以下の商品販売
数を売上げており、販売やお菓子づくり教室等のイベント参加により松浦市の地域活性化には一役立てたので
はないかと感じる。
【 3 年間の業績 】
製造数 30 ～ 50 食・価格帯 120 ～ 250 円
平成 29 年　3 品販売（約 210 個販売・総売上 60 万円）
平成 30 年　5 品販売（約 230 個販売・総売上 70 万円）
平成 31 年　5 品販売（約 250 個販売・総売上 65 万円）
３．まとめ
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